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平成２４年度昭和大学入学式が，去る４月９日

（月）午前１０時より，原宿の明治神宮会館に於いて

厳粛に執り行われました．当日は快晴で陽気に恵

まれ，明治神宮境内の新緑と満開の桜が入学生を

迎えてくれました． 

今 年 の

新入生は，

医・歯・薬・

保 健 医 療

学 部 合 わ

せて，５８５

名（編入生

を 含 む ） で

し た ． ご 父

母の出席も含めて，１８００名収容の会場は２階席

まで埋め尽くされました．昭和大学管弦楽団による

シベリウスの「四季」の演奏に引き続き，役員が登

壇して開式しました． 

式次第に従い，片桐学長から，「至誠一貫」という

本学の建学の精神を集約した言葉をまず覚えて，

知識や技能の習得だけでなく，高い倫理感と優れた

人間性を持った医療人として大成するように心を引

き締めて頑張るようにと告示がありました．続いて小

口理事長から，本学の歴史と建学の精神について

紹介があり，昭和大学宣言の最初の「医療人として

人類への貢献に自らの人生を捧げる」ことを目標に

して欲しいと祝辞がありました．新入生代表の医学

部 奥田泰晃君のリードで，新入生ならびに昭和大

学関係者全員で，昭和大学宣言を唱和しました． 

役員が降壇し，新入生歓迎行事実行委員の歓迎

の挨拶に引き続き，恒例になった応援指導部による

新入生歓迎演武があり，最後にグリークラブのリー

ドで校歌を斉唱し閉会しました．新入生は昼前に１４

台のバスに分乗して富士吉田校舎に向かいまし

た． 

今年も全国的に歯学部の志願者が激減するなか

で，本歯学部は多くの志願者を集め，アドミッション

ポリシーに基づいて，本学で学ぶ意欲があり，基礎

学力とコミュニケーション能力に優れた人材を選抜

して入学させることができました．新入生が富士吉

田校舎で充実した生活を送り，成長して旗の台校舎

に進級してくるのを楽しみにしています． 

 
４月７日に上條講堂で医歯薬保の４研究科合同で

開催されました．歯学研究科は一般選抜３０名，社会

人特別選抜１０名の合計４０名でした（医５０名，薬８

名，保２０名）．過去最高の入学者数であり，本学大

学院の評判が学内外で高くなってきたことはうれしい

ことです．指導教員の負担は増えますが，やりがいも

増します．将来の歯学，昭和大学，地域医療を担う人

材に育ってくれるものと期待しています． 

また，学生時代に大学院の単位を取得する「マルチド

クター制度」の学生も

あらたに６名が増え

ました．学生時代から

研究に接することに

より，さらに高いゴー

ルを目指してくれるこ

とでしょう． 

 
学校法人昭和大学の平成２４年度入職式が，４月

１日午前１０時から上條講堂で開催されました．本年

度採用された新入職員は，研修医（医師）８５名，研

修医（歯科医師）９０名，事務員７２名，看護師・助産

師３１９名，薬剤師レジデント１９名，その他の技術・

技能職員４０名（歯科衛生士６名，歯科技工士１名を

含む）の合計６２５名でした（教育職員を除く）．昨年よ

りも研修歯科医師が２４名も増えました．式は飯田人

事課長の司会で進行され，最初に小口勝司理事長

が，すべての職員

が医療人の意識を

持って自ら研鑽す

るとともに学生や

後進の教育にも責

任を持って欲しい

と挨拶されました． 

引き続き片桐 敬学長が，至誠一貫の言葉に集約

される本学の建学の精神のもとに，職員すべてが奉

仕の精神を持つことが重要であると挨拶されました．

小口理事長から代表の原麻里子さんに辞令が交付

され，全員で昭和大学宣言を唱和し，引き続き校歌を

斉唱して１０時半に閉会しました．新入職員が新しい

職場に早く慣れて活躍することを期待します． 

昭和大学入職式が行われました 
歯学部長 宮崎 隆

大学院入学式が挙行されました 

大学院歯学研究科運営委員長 佐藤 裕二

昭和大学入学式が挙行されました 

歯学部長 宮崎 隆
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歯学部では教育・研究・診療の充実のために，これ

まで講座組織や歯科病院診療科（組織）の再構築・

再編等を進めてきました．このたび学校法人として全

学的に大講座部門制の導入を進めることになり，本

歯学部においても，平成２４年４月から新しい組織に

移行しました． 

大きな変更点は以下の通りです． 

１）大講座として，歯科保存学講座（歯科理工学部

門，美容歯科学部門，歯内治療学部門，総合診

療歯科学部門），口腔病態診断科学講座（口腔

病理学部門，歯科放射線医学部門），全身管理

歯科学講座（歯科麻酔科学部門，総合内科学部

門），スペシャルニーズ口腔医学講座（口腔衛生

学部門，歯学教育学部門，地域連携歯科学部

門，口腔リハビリテーション医学部門，障害者歯

科学部門，顎関節症治療学部門）を置く． 

２）大講座には講座主任を置き，部門長と協同して

講座の運営にあたる． 

３）大講座の各部門は従来の講座と同様に，当該

担当科目の教育と（臨床系においては）診療に

責任を持つ． 

４）インプラント歯科学講座を新設する． 

現在歯学教育が大きな変革期を迎えていますが，

本歯学部は医系総合大学の環境の中で，本学の特

徴であるチーム医療教育やオーラルフィジッシャン教

育を進めるとともに，歯学の特異性と専門性を生かし

た教育も推進しなくてはいけません．そのために，今

回の新しい講座組織のもとで本歯学部の教育・研究・

診療がさらに充実するように，関係者一同のご理解と

ご支援を宜しくお願い申し上げます． 

講　座 部　門 講座主任/部門長

中村雅典教授

井上富雄教授

上條竜太郎教授　

山田庄司教授

歯科理工学 宮崎　隆教授

美容歯科学

歯内治療学

総合診療歯科学 長谷川篤司教授

山本松男教授

馬場一美教授

新谷　悟教授

槙宏太郎教授

口腔病理学 美島健二教授

歯科放射線医学 岡野友宏教授

尾関雅彦教授

井上美津子教授

佐藤裕二教授

歯科麻酔科学 飯島毅彦教授

総合内科学 井上　紳教授

口腔衛生学 向井美惠教授

歯学教育学 片岡竜太教授

地域連携歯科学 佐野晴男教授

口腔リハビリテーション医学 高橋浩二教授

障害者歯科学 船津敬弘准教授

顎関節症治療学 船登雅彦准教授

口腔病態診断科学
　　(主任：岡野友宏教授）

歯周病学

歯科保存学
　　（主任：宮崎　隆教授）

歯科薬理学

歯科矯正学

スペシャルニーズ口腔医学
　　(主任：向井美惠教授）

高齢者歯科学

全身管理歯科学
　　（主任：井上　紳教授）

インプラント歯科学

小児成育歯科学

口腔微生物学

口腔生化学

口腔生理学

口腔解剖学

歯科補綴学

顎口腔疾患制御外科学

 

 
私は昭和５４年に東京医

科歯科大学歯学部を卒業し，

口腔病理学や口腔外科学を

学んでから，昭和６０年に昭

和大学に赴任しました．昭和

６３年に本学歯科病院へブロ

ーネマルクインプラントを導

入して以来，こんにちまで歯

科インプラントの診療と研究に携わってきました．イン

プラント治療を成功させるためには，歯科放射線科，

口腔外科，補綴歯科，歯周病科，歯科麻酔科や矯正

歯科などの専門知識と治療法を統合するだけでなく，

近年では形成外科や耳鼻科との集約的診療が不可

欠となっています．また看護師，歯科衛生士ならびに

歯科技工士の方々の協力も欠かせません．インプラ

ント治療に係わる医療従事者が一致団結して，本学

歯科病院インプラントセンターが日本一のインプラン

ト診療施設となるように努力するとともに，インプラン

ト歯科学講座を質実剛健の精神で発展させたいと思

います．どうか御指導，御支援下さいますよう宜しくお

願い申し上げます． 

 
本年４月１日付で歯学部スペ

シャルニーズ口腔医学講座顎

関節症治療学部門准教授なら

びに歯科病院顎関節症治療科

診療科長を拝命いたしました船

登雅彦と申します．私は１９８１

年から歯科補綴学を専門とし

て学生ならびに研修医の教育，

研究，臨床に従事してまいりま

した．臨床においては１９８３年から顎関節症科（２０

０４年に新設）の初代科長であります古屋良一教授

の下で顎関節症の治療に携わり，多くの患者さんを

診察し，広い経験を積んでまいりました．このたび

“顎関節症治療科”の診療科長を拝命し，これまで

の自分の経験を生かし患者さんのお役に立てれば

と思います．また，歯科病院における診療参加型教

育を通してオーラルフィジッシャンの育成の一翼を

担えればと思います．本学の各診療科と連携を図り，

職員の方々のご協力を得ながら顎関節症治療科を

発展させ，他に類の無いユニークな診療科にしたい

と思っております．皆様方のご指導，ご鞭撻を賜れ

ますよう，どうぞよろしくお願い申し上げます． 

顎関節症治療科診療科長に就任しま

した     スペシャルニーズ口腔医学講座 
顎関節症治療学部門 船登 雅彦

インプラント歯科学講座担当教授に就任

しました インプラント歯科学講座 尾関 雅彦 

大講座部門制を導入しました 
歯学部長 宮崎 隆
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この度，歯科病院に新設さ

れましたスペシャルニーズ歯

科センター障がい者歯科の診

療科長を拝命いたしました船

津敬弘と申します．私は本学

１４回生で，平成８年に卒業

後小児歯科に在籍し，平成１

６年９月に歯科病院４階小児

歯科診療室内に診療部門と

して障がい者歯科が設立されて以来，佐藤昌史前

科長のもと障がい者の診療に携わってまいりました．

今回新たにスペシャルニーズ歯科センターとして，

場所を１階に移して開設の運びとなりました．当科

は歯科医療に特別な配慮が必要（スペシャルニー

ズ）な種々の障がいのある方々を，年齢を問わず

対象として，器質的疾患と機能的疾患とを総合的

に診断し，口腔内全体の治療と形態的・機能的回

復およびその後の健康管理を行ってまいります．近

隣の品川区，大田区に障がい者の歯科診療を行う

２次医療機関がないこともあり，地域の中核的セン

ターとなるべく精進してまいります．今後ともご指導，

ご支援賜りますようお願い申し上げます． 

 

 
４月６日に就職活動実践研修「～選ばれる秘訣

～」が ANA ラーニング：塚崎洋子先生を講師にお招

きして開催されました．知識や技能を教育すること

は当然ですが，立派な社会人を育てることも重要と

考え，今年度の６年生から開始しています．この研

修は，昨年度の２月末に６年生に実施した「歯学部

就職支援講座：好感度で差をつける身だしなみ・メ

イクアップ講座」に続くものですが，相互実習や講演

であっという間の２時間でした．今年の６年生は少し

違ってくることを感じました．本学卒業生の評判がさ

らに高まってくれることを期待しています． 

 

 
平成２４年度の昭和大学歯学部白衣授与式は，４

月２日（月）の午前１０時４５分より旗の台校４号館６０

０号教室で行われました．当日は昭和大学の入職式

と重なったため上條講堂は使えませんでしたが，新５

年生の学生は皆 厳粛な表情で集合しました．臨床

実習責任者の長谷川教授の司会のもと，教育委員

長の開式の辞で始まり，校歌斉唱，宮崎学部長から

の告辞のあと，いよいよ白衣授与となり，８名の臨床

系教授から学生に順次白衣が授与されました．昭和

のワッペンを付けた新しい白衣を着ることで，学生は

臨床実習への心構えを新たにしたものと思われます．

続いて学長，歯科病院長，看護師長からの暖かい励

ましを含めた祝辞のあと，３月で臨床研修医を修了し

た大学院生の村上浩史君から先輩としての経験談や

アドバイスなど後輩への贈る言葉がありました．また

今年からは各式典で「昭和大学宣言」を行うこととな

り，５年生代表の楠本友里子さんを中心に昭和大学

関係者一同で宣言を読み上げました．学生部長によ

る閉式の辞のあと，皆で記念撮影を行って，式は無

事終了しました． 

３月中にオリエンテーションを行った２年生を除い

て，３年生から６年生までの進級式は，４月２日と３日

の午後にそれぞれの講義室で行われました．新しい

学年のシラバスが配布され，履修についての説明や

諸注意があり，学年によっては指導担任の紹介も行

われました． 

新年度に学生の皆さんが意欲をもって過ごしてい

ただけるよう，できるだけのサポートを行いたいと考

えています． 

 

 
 

 

菅沼 岳史准教授（歯科補綴学）， 瀧戸 次郎

助教（口腔解剖学），大塚 裕忠助教（口腔解剖

学），坂上 斉助教（歯内治療学），舘 慶太助教

（歯科補綴学），鈴木 奈緒子助教（歯周病学），

府川 有紀子助教（歯周病学），吉田 美智助教

（歯科矯正学），二木 克嘉助教（歯科矯正学），

八十 篤聡助教（病院長直属），西村 晶子助教

（病院長直属） 

白衣授与式 進級式が行われました 
教育委員長 井上 美津子

昇任・採用      広報委員長 井上 富雄

Ｄ６就職活動実践研修が実施されました
歯学部マッチング支援委員会 佐藤 裕二

障がい者歯科診療科長に就任しました
スペシャルニーズ口腔医学講座

障害者歯科学部門 船津 敬弘
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本学臨床実習は，臨床で患者様と接しながら医

療人としての力を発揮できる歯科医師の養成を目

標としています．本年度は「診療参加型臨床実習

体制の強化」と「十分な臨床実習期間の確保」に取

り組んでいます．本年度は，本学コンピテンシーに

基づいた到達目標を明らかにして教員，学生で共

有し，学生が診療参加できる優先ユニットを設定し

ました（保存歯学系臨床実習）．さらに，技能教育

充実のためにスキルスラボ室を約２倍の面積に拡

張し，シミュレーターの増設，医療面接やＰＢＬなど

に使用できる多目的室の設置，ロボットの常設など

施設充実を図りました．また，ここでの技能トレーニ

ングの成果は視覚資料として電子ポートフォリオ上

で随時閲覧・振り返りができます．一方，実習期間

を前年度の４１週間から４５週間に延長して学生が

診療参加できる機会をより多く確保しました．診療

参加の機会はＤ６にも拡張され，選択実習やアドバ

ンス選択実習でも臨床実習が計画されています． 

 
前年度に引き続き，今年度も武重優秀クラブ賞歯

学部長賞という名誉ある賞を受賞できたことに，弓道

部部員一同喜んでおります．私たちの常日頃の成果

がこの様に評価されたことを，大変ありがたく思って

おります． 

今年度の歯学部弓道部の現役部員は上級生が少

なく，下級生が多いというような人数でした．しかしな

がら，現役部員の普段からの努力，部員一同の頑張

りが一つとなり，オールデンタル個人準優勝，第４位

という結果を残すことが出来ました．団体戦の結果に

おきましては，部員一同まだまだ納得のいかないも

のとなり，次年度のオールデンタルでの上位入賞が

大きな目標となりました． 

オールデンタルや他試合での結果や歯学部長賞受

賞は現役部員の頑張りだけでは到底成し遂げられな

い事であり，OB，OG の先生方のご支援，そして宮﨑

先生のご尽力のおかげだと今更ながらに感じておりま

す．この場をお借りしてお礼申しあげます．今後もこの

賞に恥じぬよう精進していきたいと思っております． 

 
５月２７日（日）：学祖祭 

６月 １日（金）：Ｄ２防災訓練 

６月１６日（土）：父兄会総会 

６月２３/２４日（土,日）：富士吉田寮祭・オープンキャンパス 

 
去る平成２４年３月１７日（土）に文部科学省私立大

学戦略的研究基盤形成支援事業に伴う大学院歯学

研究科・口腔癌包括研究センター合同のシンポジウ

ムが行われました． 

まず，特別講演１として東京大学バイオエンジニア

リング選攻の鄭 雄一教授から再生誘導能をもつイ

ンテリジェント型インプラントデバイスということで，三

次元積層造形によるハイドロキシアパタイト人工骨を

作製するとともに，骨細胞の入りやすい「連通孔」を

持つテトラポッド状のリン酸三カルシウムを作製し，骨

誘導を促進することに成功した研究成果などを講演

していただきました． 

また，特別講演２として，国立がんセンター分子細

胞治療研究分野の落谷孝広教授からは細胞分泌顆

粒 exosome による疾患の診断・治療ということで，癌

細胞が分泌する microRNA や各種の分子を含んだ分

泌顆粒の診断，治療に関する可能性や植物が分泌

する exosome の人体への影響や最新の核酸治療の

現状などを講演していただきました． 

非常に興味深い講演内容に，１００人余り集まった

会場は熱気にあふれ，活発な質疑応答がなされまし

た．さらに講演後の一般演題においても，口腔癌の

分子基盤における解析やデンタルイノベ-ションを目

指した集学的研究としてのアンチエイジングに関する

発表が数多くなされポスター会場も熱を帯び時間の

たつのを忘れて若い研究者が討論を繰り広げていま

した．このように，盛会のもとシンポジウムは幕を閉じ

ました． 

 

 

 
今年は全国的に気温の低い日が多かったため，東

京でも桜の開花宣言は平年より５日遅く発表されまし

た．しかし入学式当日が満開となり，新年度の幕開け

に相応しい華やかな景色とともに，新入生たちは新し

い生活に胸を躍らせているようでした． 

年度始めのお忙しい時期にも関わらず，ご寄稿下

さいました諸先生方には，この場をお借りして厚く御

礼申し上げます． 

 

 
患者数 １日平均 

前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 ２１,２７３ ８１８．２ ７４９．５ ６７９．７

入院患者 ４６７ １５．１ １５．１ １４．１

行事予定      広報委員長 井上 富雄 

戦略基盤研究成果発表会が行われま

した     歯学部研究活動委員会 新谷 悟

Ｄ５臨床実習が改訂されました 
歯学教育研修センター 長谷川 篤司

武重優秀クラブ賞 歯学部長賞を受賞しま

した      歯学部弓道部主将 Ｄ４ 泉 彰人

診療統計（平成２４年３月分） 
事務課医事係 村田 久子

編集後記    歯科薬理学講座 坂井 信裕 


